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会  議  録  

内容承認 

公開・ 

非公開 

＜開催日＞令和６年11月 15日（金） ＜傍聴人数＞１名 

森下会長 

茂野委員 

阪本委員 

＜時 間＞14:00～15:10 ＜傍聴室＞ 

＜場 所＞岸和田市役所新館 

 4 階 第１委員会室 

 

 

岸和田市役所新館 

４階 第１委員会室 

承認 公開 

＜名称＞ 第 3４回（令和6年度第４回）岸和田市子ども・子育て会議 

 ＜出席者＞ 

  （岸和田市子ども・子育て会議委員出欠状況）○は出席、■は欠席 
森下 中林 尾野 和泉 阪口 浦田 中川 新田谷 新田 

  

 
○ 〇 〇 ■ ■ ○ ○ ○ ○ 

 長谷川 網代 藪 撫養 鈴木 阪本 梅﨑 茂野 

  

 
〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 

 

 

 

（事務局） 

大西子ども家庭応援部長、池内生涯学習部長 

鈴木子育て支援課長、津田子育て施設課長、山田こども園推進課長 

青田子ども家庭課長、柿花教育総務課長、井出生涯学習課長  他 

 

＜議題等＞ 

１ 開会 

２ 委嘱式 

３ 議題 

（１）第３期岸和田市子ども・子育て支援事業計画（案）について 

（２）第３期岸和田市子ども・子育て支援事業計画への答申について 

（３）その他 

＜概要＞ 

■開会 

■議題（1）について 前回からの修正点を事務局より説明 

■説明を受け、質疑・応答 

■議題（2）について 答申書（案）について事務局より説明 

■説明を受け、質疑・応答 

■子ども・子育て会議より岸和田市に答申書を手交 

■閉会 
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■署名委員指名 

【議 長】 

まず、本会議の署名委員として、茂野委員と阪本委員を指名いたします。よ

ろしくお願いします。 

 

■議題 

（１）第３期岸和田市子ども・子育て支援事業計画（案）について 

【議 長】 

それでは次第に従いまして、議題の（１）第３期岸和田市子ども・子育て支

援事業計画（案）について、事務局から説明をお願いします。 

 

―事務局より前回からの変更点等について説明― 

 

【議 長】 

ただ今、事務局より前回からの修正及び追加された点についての説明があり

ました。 

委員の皆様からご意見・ご質問等がございましたらお願いいたします。 

また、質問につきましては、一問一答形式でお願いします。 

 

【委 員】 

乳児家庭全戸訪問事業と産後ケアの事業において、実際に乳児家庭を訪問し

て問題のある家庭に対し産後ケアを勧めた事例があるか、事業どうしの関係性

があるかを知りたいです。虐待が一番多いのは１歳までなので、ケアの必要の

ある家庭を絞り込むためにも複数の事業の組み合わせと効果について知りたい

です。 

 

【議 長】 

事務局、説明をお願いします。 

 

【事務局】 

乳児家庭全戸訪問事業は、自宅への訪問は特にお断りがない限り、産後の母

子の様子を見るために行きます。産後ケアと、他の支援についても必要に応じ

て案内しています。様子に応じて、強く勧めることもあります。 

 

【議 長】 

よろしいですか。 

 

【委 員】 

訪問を拒む理由について知る必要があると思います。担当課としては知って

いると思いますが、そこまでするほうが丁寧だと思います。 
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【議 長】 

ありがとうございます。他はいいですか。 

 

【委 員】 

64、65、66 の事業が行われたら、子ども・子育てにとって良いと思いま

す。乳児家庭全戸訪問事業は今年３月までは民生委員児童委員協議会に委託さ

れていましたが、４月からは専門職に代わり、きちんとやってくれているかが

気になります。15 番の児童育成支援拠点の計画が実施されたらいいと思いま

す。主任児童委員の研修会で不登校に関する話を聞きました。学校訪問でも、

子どもの居場所は学校だけだと思ってはいけないと言われました。学校以外に

も様々な居場所を考える必要があると研修会で学びました。計画はよくできて

いると思いますが、その事業を具体的にどのように実施するかが気になりま

す。16番の親子関係形成支援事業も、地域で見守っていくために情報提供をし

てほしいし、研修を受けたいと思います。 

 

【議 長】 

20ページの計画の視点で、今回は皆さんの意見を反映し、量より質というこ

となので、この計画の中身が充実していくといいと思います。 

 

【委 員】 

15 番の児童育成拠点事業について見ると、フリースクール、子ども食堂な

ど、子どもの居場所づくりをしている方は、たくさんいるのでそういう方々と

連携を取ってやっていけたらいいと思いますが、行政とのつながりが難しいと

聞いています。私もＮＰＯを行っていますが、７番の地域子育て支援拠点事業

が、公立と民間で２か所しかないのは、岸和田市の人口では少ないと感じま

す。他の都市では中学校区に１つは広場があり、国から助成があります。市が

助成金を受けて民間に委託することもできると思います。虐待の予防として、

地域で居場所を求める親がいつでも利用できる常設の施設が必要だと思いま

す。私のところでもしていますが、既存の２か所はベビーカーを押して歩いて

行けないので来たという人もいます。ボランティアや民生委員、児童委員、主

任児童委員などに、子育て中の母親が気軽に訪れて相談できるような場所が、

もっと充実できればと思います。 

 

【議 長】 

貴重なご意見でした。他にありますか。 

 

【委 員】 

見込み量と確保量の関係性を聞きたいです。78ページの産後ケア事業で、見

込み量は人口から算出した数字だと思いますが、こういった事業は、人口が減

っても周知されればニーズは増える可能性があるので、確保量を見込みより多

く確保できているのはいいことだと思います。 
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ただ76ページの14番では、見込み量と確保量が同じ数値になっている。子

どもの人数は減っていくが、支援を受けたい家庭は同じように減るわけではな

いと思います。見込み量と確保量が同一だと、見込み以上のニーズがあっても

確保できないので支援はできないという考えなのか、76ページと 78ページで

違うのはどういう考えかを聞きたいです。 

 

【議 長】 

事務局、説明をお願いします。 

 

【事務局】 

子育て世帯訪問支援事業は、まだ開始前でニーズ量がわからないので、見込

み量をそのまま確保量としました。この計画を進める中で、中間見直し等もあ

るので、今後実施するに当たっては、実施の実績等を見て確保量を検討したい

と考えています。 

 

【議 長】 

他にありますか。 

 

【委 員】 

69ページのチビッコホームの量の見込みを校区別で追加していただきありが

とうございます。見込みで100名を超えている校区が複数あり、現状でこの人

数をカバーできるのは光明と常盤だと思います。大半が50名×２の100名定

員で行っていて、それ以上の第３，第４があるのがこの２か所です。令和７年

の計画では朝陽も116名となっていますが、どこまでカバーできるのか。年度

が始まって実際に待機が出てから次年度を考えるのが現状で、毎年同じ校区で

待機児童が発生しています。この計画に基づいた実施をお願いします。 

 

【議 長】 

他にありますか。 

 

【委 員】 

小学校低学年で、鍵を持たされていない子が、母親が夜９時に帰るまで、子

ども食堂などを移動しながら過ごしたり、それを知った近所の方が、家に連れ

てきて面倒を見ているという話を最近聞きましたが、そういった夜遅くまで一

人で過ごさなくてはいけない子どもは、この中のどの事業でフォローしてもら

えますか。小学生に限らず中学生でも支援が必要だと思います。 

 

【議 長】 

事務局いかがですか。 

 

【事務局】 

個別具体的にご家庭のご事情もあるので、19事業で全てをフォローすること
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は難しいですが、この事業以外にも、さまざまな支援する担当もありますし、

相談があった時にその都度適切な機関に案内するので、今の具体例について詳

細を確認しないと、どの事業に該当するかはわかりません。 

 

【委 員】 

今の例について、母親とフードパントリーで繋がっています。母親は求職中

で、夜アルバイトに出ていた時のことだったようですが、その後就職が決まっ

たと報告がありました。ひとり親家庭で、外国の方です。結果だけ報告しま

す。 

 

【議 長】 

内容としての修正はなかったので、現行の計画案で進めていきます。 

 

 

（２）第３期岸和田市子ども・子育て支援事業計画への答申について 

【議 長】 

よろしくお願いします。 

 

―事務局より第３期岸和田市子ども・子育て支援事業計画への答申について説明― 

 

【議 長】 

ただいま、事務局より、答申の説明がありました。答申案は、事前に事務局

の協力を受けて、子ども・子育て会議として作成をしました。本日、岸和田市

に対して、答申をする予定となっています。これでよろしいですか。文言の修

正等があれば、発言をお願いします。 

修正もないようなので、この形でよろしいですか。ただいまより、答申書を

回覧しますので、署名をお願いいたします。 

 

―委員署名― 

 

【事務局】 

本日、出席いただいた委員の皆様からのご署名が終わりましたので、一旦、

子ども・子育て会議の皆様より岸和田市に答申をいただきたいと思います。代

表として、会長より答申書を読み上げていただきたいと思います。 

 

―答申書読み上げ― 

 

（３）その他 

【議 長】 

議題３その他として、事務局からありますか。 
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【事務局】 

３点ご案内します。１点目、新委員の選出について、委員の皆様の任期は来

月の 12 月１日までとなっています。改めて担当課から委員選出の依頼を差し

上げますので、選出いただくようお願いします。引き続き同じ方が委員を続け

る場合も、推薦書類等は新たに提出いただく必要があります。よろしくお願い

します。 

２点目、委員の任期の変更についてです。現在の任期は委嘱された日から２

年間となっていますが改正する予定です。今までは会議の日から２年間でした

が、今後は翌年度末までになるので、次回は会議の日から令和８年３月末まで

が任期となります。この12月１日をもって規則改正を行います。 

理由としては、年度途中での交代になるより年度末での交代のほうが、速やか

に手続きができ、また他の審議会に合わせる形としましたので、ご理解くださ

い。 

最後に傍聴の方へのご案内です。本日の会議資料は終了後、回収しますの

で、持ち帰らないようお願いします。 

 

【議 長】 

以上で、本日予定していた議案はすべて終了しました。ありがとうございま

す。最後に、事務局からお願いします。 

 

―事務局から委員の方へ御礼の挨拶― 

 

 

【議 長】 

第 34 回岸和田市子ども・子育て会議を閉会といたします。ありがとうござ

いました。 

 

 

 


